
Global Studies Program ＠西高 

 

今年度で２回目（Empowerment Program を合わせると５回目）となる Global Studies 

Program が、７月２９日（月）～８月２日（金）の５日間、本校で実施されます。このプログラムのキ

ャッチフレーズは「人生を変える５日間の国内留学」です。１・２年生の希望者が参加しています。 

 

２日目 

・１日目の最後に、各グループで会社をつくると仮定して、どこに、どのような商品を扱う会社をつくり、誰が

どのような役割を担うかについて話し合いました。事前に行った性格診断を参考に、自分の強みを把握し、それ

を活かせる仕事を各自が考え、それらをもとにグループでどのような会社にするかを検討しました。２日目の最

初の活動はそのプレゼンテーションです。発表するグループは、聞いている人の注意をひくためにジェスチャー

を交えたり、原稿を見ずに自分の言葉で伝えようとしたり、さまざまな工夫を凝らしていました。また、発表を

聞いている人は、１日目にファシリテーターから教わったリアクションを実践し、発表しやすい雰囲気をつくっ

ていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・このプログラムでは、新しい活動を始める際に必ずアイスブレーキングを行います。参加者全員で歌を歌った

り、グループ対抗でゲームをしたりすることで、自由に発言し、前向きに意見を受け止める関係性が醸成されて

いくのが見て取れます。 

 

 

 

 

 

 

 

・本日のメインテーマは、「バイアスに気づく」ことです。自分の無意識のバイアスに気づくために、全員で同じ

スライドを見て、何が見えたか、どのように見えたか、何が気になったかについて発表しました。自発的に手

を挙げて発表する人や、発表している人の方に自然に体を向けて話を聞く人が増えてきました。 

 

 

   

 

 


